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活力と創意が生きる
希望に満ちたまち
み　　ぶ

わたくしたちは、めぐまれた自然と歴史ある壬生町民であること
に誇りをもち、ゆずりあいむすびあう豊かな心をもって連帯感に
満ちた郷土をつくるため、この憲章を定めます。

 １ 心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります。
 １ 自然と歴史を大切にしよりよい環境をつくります。
 １ 思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります。
 １ 働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます。
 １ きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります。
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　わたしたちの壬生町には、先人たちのチャレンジにより築き上げられた、恵まれた
医療環境や豊かな緑園環境など、素晴らしい地域資源がたくさんあります。その貴重
なひとつひとつの資源は、現在に引き継がれる、わたしたちのまちの「壬力」です。

　この計画を作成するにあたり実施した住民意識調査では、実に８割以上の方々に壬
生町を「住みやすい傾向のまち」と実感していただいていることがわかりました。

　これからも壬生町が「住みたい、住み続けたいまち｣であり続けるために大切なこと
…それは「恒久的にチャレンジするまちであり続けること」と考えます。

　この壬生町第５次総合振興計画後期基本計画には、私のマニフェストに掲げたチャ
レンジ項目を「戦略プラン」として盛り込みました。
　また、｢みんなで創るシナリオ｣を計画づくりのコンセプトとし、策定の過程から多
くの町民のみなさまのご意見を頂き作り上げた、何よりも町民のみなさまの思いがぎ
っしりと詰まった未来づくりのシナリオです。

　多くの町民のみなさまとこのシナリオを共有し、その実現に向けて、町民・企業・
行政がそれぞれの役割を果たしていくことで、壬生町はさらに素晴らしいまちに発展
していきます。

　結びに、計画の策定にあたり、熱心なご審議をいただきました「企画委員会」委員
のみなさま、また、約１年半の長期間にわたり、まちづくりについてご議論をいただ
きました「壬力ＵＰプロジェクト（第３期みぶ"まちづくり"住民会議）」委員のみなさ
ま、そして、多くの町民のみなさまからのご意見・ご協力に心から感謝を申し上げます。

目標値(H27)現状値 目標値(H27)現状値

目標値(H27)現状値 目標値(H27)現状値

目標値(H27)現状値 目標値(H27)現状値

0

（H22.8現在） 10地域ブランド品目数

170人認定農業者数

3

（H22.3現在） 10
産業振興奨励金

交付企業数（累計）

131,339人

（H21実績） 150,000人
おもちゃ博物館

年間入館者数

2,040,379人

（H22実績） 3,000,000人道の駅みぶ来訪者数

157人

(H22.3現在)

36.9％

（H22現在） 67.0％
農産物ブランドみぶの

妖精「ミーナ」の認知度

2,579人

（H21実績） 2,600人
公民館まつりの

参加人数

耐震化率

（学校校舎・体育館）

子育て・親育ち講座の

参加率（小中学校分）

2,507人

（H21実績） 2,600人
資料館企画展

入館者数

42.7％

（H22.8現在） 60.0％
国際交流協会への

町民の認知度

49.9％

(H21実績）

3回

（H22実績） 6回
人権擁護啓発活動

の実施数

73.0％

（H22.3現在）

16.6％

(H21.12現在) 18.0％
スポレク活動を週に数回

以上行っている人の割合
100.0％

60.0％

3団体

（H22.3現在） 13団体自主防災組織数

住民によるごみの

再資源化率

17団体

（H22.3現在） 30団体
住民参加による

防犯活動団体数

82.4％

(H22.3現在） 85.0％汚水処理人口普及率
51.2％

(H21現在） 60％
町営住宅入居者の総合的

な住宅への満足傾向割合

6.0％

（H21実績）

86.2％

(H22.3現在） 92.0％水道普及率

約8,000人

（H22実績）

11箇所

（H22.3現在） 20箇所
住民主体によって

管理される公園数
10,000人

8.0％

環境美化運動の

参加人数

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

4 安心して快適に暮らすことのできる社会を実現する

5 個性が輝き文化が薫る、学びの社会を実現する

6 活気に満ちた豊かで元気なまちを創る

8

壬力：壬生町の魅力や活力、創造力など、地域や住民が持つ様々なパワーを象徴
的に表現した造語。

壬力：壬生町の魅力や活力、創造力など、地域や住民が持つ様々なパワーを象徴
的に表現した造語。
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4 まちづくりの指標

後期基本計画における各分野ごとの主なまちづくりの数値目標は以下のとおりです。

まちづくりの指標

1

2

3

目標値(H27)現状値 目標値(H27)現状値

目標値(H27)現状値 目標値(H27)現状値

1.90ｋ㎡/50.00 ｋ㎡

（H22.3現在） 4.40ｋ㎡/50.00 ｋ㎡地籍調査事業実施面積
24.5㎞/47.0km

（H23.3現在）
29.3km／47.0㎞

都市計画道路の

整備延長

7,047人

（H20実績） 7,150人
町内４駅における

１日平均乗降客数

73.4㎞

（H22.4現在） 78.0㎞歩道整備延長

1,500件

（H21実績） 2,000件

330人

保健福祉センターにおける

健康や福祉における利用件数

出生数

671人

（H21.3現在） 850人ボランティアの人数

12.0％

(H22現在) 20.0％
在宅サービスを利用し

ている障がい者の割合

30.7％

（H21実績） 65.0％特定健康診査受診率

318人

（H21実績）

84.8％

（H21.12現在）
89.3％

高齢者における

住みよい傾向割合

目標値(H27)現状値項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

71.3％

（H21.12現在）
80.0％

地域活動に参加した

ことがある住民の割合

目標値(H27)現状値

24事業 40事業協働による実施事業数

39.4％

（H21.12現在）
55.0％

「広報広聴活動」

の満足傾向割合
職員提案制度への

応募提案件数
60件

40件

（H22実績）

122,000件

（H22実績） 140,000件
インターネットホーム

ページへのアクセス件数

健全な地方自治を確立する

いのちが輝く元気な地域社会を創る

調和のとれた元気なまちを創造する

7

　本書は、壬生町第５次総合振興計画【後期基本計

画】の概要です。

　後期基本計画は、将来の壬生町のあるべき姿を見

据えて策定された基本構想に基づき、その将来都市

像を実現していくために必要な、今後５年間の施策

の方向性を示したものです。

　今回の計画づくりにおいては、住民のみなさんと

のパートナーシップを今まで以上に重視し、その成

果を計画に十分反映させてきました。

 また、まちづくりの成果がわかりやすく確認できる

ように、各分野ごとにまちづくりの数値目標を示して

あります。

　計画のとりまとめにあたっては、分野別計画の各

施策・事業の中で、今後、特に重要と思われる取り組

みを、５つのプロジェクトとして再重点化してあるの

が特長です。

壬生町第５次総合振興計画後期基本計画本編を

ご覧になりたい方は

壬生町総務部企画財政課 までお問い合せ下さい。

壬生町第５次総合振興計画後期基本計画概要版
　「活力と創意が生きる希望に

満ちたまち・みぶ」は、壬生町

第５次総合振興計画基本構想に

おける将来都市像です。

　これは、住民と行政が一緒に

なってまちづくりに取り組んで

いくにあたり、住民と行政が共

有する目標として定めたもので、

地域社会の構成員である住民、

企業、行政が、自らの責任と適

切な役割分担を踏まえながら、

地域におけるさまざまな課題に、

活力と創意をもって取り組み、

希望に満ちた地域社会を共に切

り拓いていく姿を表しています。

ＴＥＬ：０２８２－８１－１８１３・１８１４
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1

はじめに

計画の位置付けと期間

1 計画の策定にあたって

壬生町では、「活力と創意が生きる希望に満ちたまち・みぶ」を将来都市像とし、目標年度を
平成27年度とした「壬生町第５次総合振興計画」を平成18年に策定し、その実現に向け、「前
期基本計画」（計画期間：平成18～22年度）に基づいて計画的に事業を実施してきました。
この間、本町を取り巻く社会経済環境は、少子・高齢化時代の到来、地球規模での環境問題の

深刻化、分権型社会の進展等、大きく変化してきています。また経済状況が悪化し、地方財政が
厳しさを増していく中、さらなる行財政改革を進めながら、安全・安心な町民生活の安定を目指
し、様々な事業を効率的に推進していくことが求められてい
ます。
本後期基本計画は、前期基本計画の成果を検証するととも

に、新たな町民ニーズと地域現況を踏まえながら、次の未来
を担う若い世代に夢と誇りをもって引き継げる「壬生町」。
そして、住民一人ひとりが個性や能力を発揮し、真の豊かさ
や安心した暮らしができる社会を実現していくことを前提と
して、将来都市像実現に向けた施策の方向を定めたものです。

１８年度
平成

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

前期 基本計画
（平成１８年度から平成２２年度）

後期 基本計画
（平成２３年度から平成２７年度）

基本構想（平成１８年度から平成２７年度）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

実施計画（毎年ローリング）実施計画（毎年ローリング）

１　   基本構想

本町における「まちづくり」
の基本的理念、目指す将来
像とこれを実現するための
施策の基本方向を明らかに
したもので、行政各分野の
計画や施策の目標・指針と
なるものです。2015年度
（平成27年度）を目標とし
ています。

２　後期基本計画 ３　   実施計画

基本構想の基本方向に沿
って、本町の将来像を実現
するために必要な施策等を
定めたもので、実施計画の
基本となる計画です。この
計画期間は、2011年度
（平成23年度）から2015
年度（平成27年度）までの
５か年です。

基本計画に示された施策を
実際に推進するため、財政的
裏づけを持たせた具体的計
画で、毎年度の予算編成や
事務執行の具体的な指針と
なります。計画期間は２か年
で、ローリング方式により、毎
年度見直しを行います。

■ コミュニティ基本計画の策定

■ 協働のまちづくり指針の策定と自治基本条例の検討

■ 広報紙の発行と充実

■ 公募住民会議の開催

■ 人材の育成と活用

■ 受益と負担の適正化
■ 収納体制の強化
■ 財務情報の公表
■ ホームページの充実

■ 健康増進事業の推進
■ 救急医療対策の推進
■ 地域福祉計画の策定
■ 特別保育の実施
■ 独自の子育て支援制度の充実
■ 子育て医療費助成制度の充実
■ 民間保育園の育児環境の向上

■ 妊産婦・乳幼児の健康診査・指導等の充実
■ 母子保健推進員との連携強化
■ 不妊治療費の補助制度の充実
■ 老人クラブ・シルバー人材センターの育成・支援
■ 高齢者の介護予防・生きがい活動の充実
■ 障がい者医療費の助成
■ 特定健康診査・特定保健指導の推進

■ 六美地区まちづくり事業（一期 , 二期）の推進

■ 地域公共交通の導入

■ 歩道・通学路等の整備

■ 都市計画マスタープランの適正な運用

■ 駅前広場の計画的な整備

■ 幹線町道の整備

■ 地域に密着した道路の整備

■ 消防防災施設の整備推進

■ 防犯灯の整備促進

■ 道路反射鏡、ガードレール等の整備

■ 地球温暖化防止への取り組み

■ 全町緑化の推進

■ 家庭用ごみ処理機の設置促進

■ 資源ごみ回収の推進

■ 単独、流域関連公共下水道事業の推進

■ 六美地区雨水排水施設の整備

■ 各種講座等の開催
■ 学校地域支援ボランティア活動の推進
■ 文化・芸術活動（一芸）の支援
■ 史跡整備の推進
■ 地域史の研究
■ 地域文化の研究
■ 子育て支援事業の推進

■ 学力向上支援員等の配置
■ 教育相談員の配置
■ スポーツ団体の大会開催支援
■ 総合型地域スポーツクラブの支援
■ 子育て・親育ち講座の開催
■ 青少年教育の充実
■ 男女共同参画の促進

■ 商工会活動事業への支援
■ 地域ブランドの開発
■ みぶ羽生田産業団地の整備促進
■ 優良企業の誘致推進
■ 産業振興奨励事業の拡充
■ 中小企業融資制度の充実・拡充
■ 認定農業者の育成

■ 地域特性を活かした園芸作物の生産振興
■ 地域特産物のブランド化の推進
■ 観光ルートの整備
■ パーキングエリアと壬生総合公園を生かした
　 地域交流拠点施設（道の駅みぶ）整備の推進
■ 広域圏の活発な交流機能の促進に向けた
　 拠点整備の推進

6

主な事業 [戦略プラン関連事項 ]



健全な
地方自治を
確立する

調和のとれた
元気なまちを
創造する

安心して快適に
暮らすことのできる
社会を実現する

個性が輝き
文化が薫る、学びの
社会を実現する

活気に満ちた
豊かで元気な
まちを創る

A総合的な健康づくりを推進する
B共に助け共に支え合う地域社会を育てる
C未来に向けて、子ども・夢がすくすくと育つ環境を築く
D高齢者の健康・自立・生きがいづくりを応援する
E障がいのある人もない人も、共に暮らし共に参加する社会を実現する
F健全な社会保障制度を充実する

A調和のとれた機能的な土地利用を推進する
B魅力的な市街地を整備・促進する
C総合的な交通体系を確立する
D個性を生かした地域景観を創造する
E良好な水環境を向上する 

A災害への対策を強化する
B安全・安心なまちを構築する
C交通安全対策を充実する
Dかけがえのない地球環境を保全する
E豊かな花と緑に囲まれた快適な暮らしを実現する
F資源循環型社会を構築する

G快適で衛生的な生活を確保する
H良質な水を安定供給する
 I  適切に排水を処理する
J 健全な住生活を支援する
K安全で豊かな消費生活を推進する

A潤いに満ちた生涯学習を振興する
B歴史・伝統を学び、新たな文化を創造する
C自ら学びたくましく生きる力を育む学校教育を推進する
Dすべての住民が競い、触れあい、
　スポーツを楽しむ環境を創る

E青少年が健やかに育つ
　社会を実現する
F共同参画社会の確立を目指し、
　個人・個性を尊重する
G国際理解を促進し、交流活動を
　推進する

A商業・サービス業を振興する
B工業を振興する
C農林業を振興する
D観光を振興する
E広域交流を推進する
F雇用環境を充実する

A住民主体と連携のまちづくりを推進する
B住民と協働のまちづくりを進める
C行政経営基盤を向上する
D情報の共有化を推進する
E広域連携を推進する

3 まちづくりの分野別基本方針と主な事業まちづくりの分野別基本方針と主な事業

基本方針

いのちが輝く
元気な地域社会を
創る

６つの柱（分野）
まちづくりの大きな柱となる６つの分野における、基本方針と主な事業は以下のとおりです。

1

2

3

4

5

6

計画のコンセプト

第5次総合振興計画の基本目標

創意と工夫が生きた活力あるまちを創造する

住民と行政が力を合わせ、本町が
有する恵まれた条件や特長、これ
までに積み上げてきた実績等を有
機的に組み合わせながら、最大の
成果が得られるよう、みんなで創
意と工夫を活かしながら、活力の
あふれた元気な「まち」を目指し
ます。

地域の構成員である住民、企業、
団体それぞれが、お互いの特長や
能力を発揮しあいながら、新たな
時代を切り拓き躍進する、活力の
あふれた元気な「まち」「人」「企業」
の姿を目指します。

創意と工夫 活　力

次の未来に向けたシナリオ

みんなで創ったシナリオ

だれもがわかりやすいシナリオ

戦略性のあるシナリオ

町民参画でニーズをとらえた計画

計画の内容がわかりやすく、ともに実践できる計画

地域課題の解決に向けた、戦略性のある計画

次の未来へ

成果を意識したシナリオ

目標達成に向けて、実効性のある計画
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はじめに

計画の位置付けと期間

1 計画の策定にあたって

壬生町では、「活力と創意が生きる希望に満ちたまち・みぶ」を将来都市像とし、目標年度を
平成27年度とした「壬生町第５次総合振興計画」を平成18年に策定し、その実現に向け、「前
期基本計画」（計画期間：平成18～22年度）に基づいて計画的に事業を実施してきました。
この間、本町を取り巻く社会経済環境は、少子・高齢化時代の到来、地球規模での環境問題の

深刻化、分権型社会の進展等、大きく変化してきています。また経済状況が悪化し、地方財政が
厳しさを増していく中、さらなる行財政改革を進めながら、安全・安心な町民生活の安定を目指
し、様々な事業を効率的に推進していくことが求められてい
ます。
本後期基本計画は、前期基本計画の成果を検証するととも

に、新たな町民ニーズと地域現況を踏まえながら、次の未来
を担う若い世代に夢と誇りをもって引き継げる「壬生町」。
そして、住民一人ひとりが個性や能力を発揮し、真の豊かさ
や安心した暮らしができる社会を実現していくことを前提と
して、将来都市像実現に向けた施策の方向を定めたものです。

１８年度
平成

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

前期 基本計画
（平成１８年度から平成２２年度）

後期 基本計画
（平成２３年度から平成２７年度）

基本構想（平成１８年度から平成２７年度）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

実施計画（毎年ローリング）実施計画（毎年ローリング）

１　   基本構想

本町における「まちづくり」
の基本的理念、目指す将来
像とこれを実現するための
施策の基本方向を明らかに
したもので、行政各分野の
計画や施策の目標・指針と
なるものです。2015年度
（平成27年度）を目標とし
ています。

２　後期基本計画 ３　   実施計画

基本構想の基本方向に沿
って、本町の将来像を実現
するために必要な施策等を
定めたもので、実施計画の
基本となる計画です。この
計画期間は、2011年度
（平成23年度）から2015
年度（平成27年度）までの
５か年です。

基本計画に示された施策を
実際に推進するため、財政的
裏づけを持たせた具体的計
画で、毎年度の予算編成や
事務執行の具体的な指針と
なります。計画期間は２か年
で、ローリング方式により、毎
年度見直しを行います。

■ コミュニティ基本計画の策定

■ 協働のまちづくり指針の策定と自治基本条例の検討

■ 広報紙の発行と充実

■ 公募住民会議の開催

■ 人材の育成と活用

■ 受益と負担の適正化
■ 収納体制の強化
■ 財務情報の公表
■ ホームページの充実

■ 健康増進事業の推進
■ 救急医療対策の推進
■ 地域福祉計画の策定
■ 特別保育の実施
■ 独自の子育て支援制度の充実
■ 子育て医療費助成制度の充実
■ 民間保育園の育児環境の向上

■ 妊産婦・乳幼児の健康診査・指導等の充実
■ 母子保健推進員との連携強化
■ 不妊治療費の補助制度の充実
■ 老人クラブ・シルバー人材センターの育成・支援
■ 高齢者の介護予防・生きがい活動の充実
■ 障がい者医療費の助成
■ 特定健康診査・特定保健指導の推進

■ 六美地区まちづくり事業（一期 , 二期）の推進

■ 地域公共交通の導入

■ 歩道・通学路等の整備

■ 都市計画マスタープランの適正な運用

■ 駅前広場の計画的な整備

■ 幹線町道の整備

■ 地域に密着した道路の整備

■ 消防防災施設の整備推進

■ 防犯灯の整備促進

■ 道路反射鏡、ガードレール等の整備

■ 地球温暖化防止への取り組み

■ 全町緑化の推進

■ 家庭用ごみ処理機の設置促進

■ 資源ごみ回収の推進

■ 単独、流域関連公共下水道事業の推進

■ 六美地区雨水排水施設の整備

■ 各種講座等の開催
■ 学校地域支援ボランティア活動の推進
■ 文化・芸術活動（一芸）の支援
■ 史跡整備の推進
■ 地域史の研究
■ 地域文化の研究
■ 子育て支援事業の推進

■ 学力向上支援員等の配置
■ 教育相談員の配置
■ スポーツ団体の大会開催支援
■ 総合型地域スポーツクラブの支援
■ 子育て・親育ち講座の開催
■ 青少年教育の充実
■ 男女共同参画の促進

■ 商工会活動事業への支援
■ 地域ブランドの開発
■ みぶ羽生田産業団地の整備促進
■ 優良企業の誘致推進
■ 産業振興奨励事業の拡充
■ 中小企業融資制度の充実・拡充
■ 認定農業者の育成

■ 地域特性を活かした園芸作物の生産振興
■ 地域特産物のブランド化の推進
■ 観光ルートの整備
■ パーキングエリアと壬生総合公園を生かした
　 地域交流拠点施設（道の駅みぶ）整備の推進
■ 広域圏の活発な交流機能の促進に向けた
　 拠点整備の推進
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主な事業 [戦略プラン関連事項 ]



2 計画の体系と戦略プラン計画の体系と戦略プラン

人
が
集
い
・
交
流
す
る
戦
略
プ
ラ
ン

　
　
壬
力 

UP

　
総
合
力
の
向
上

第1章
健全な地方自治を確立する
第1章
健全な地方自治を確立する

第2章
いのちが輝く
　　元気な地域社会を創る

第2章
いのちが輝く
　　元気な地域社会を創る

第3章
調和のとれた
　　元気なまちを創造する

第3章
調和のとれた
　　元気なまちを創造する

第5章
個性が輝き文化が薫る、
　　学びの社会を実現する

第5章
個性が輝き文化が薫る、
　　学びの社会を実現する

第6章
活気に満ちた
　豊かで元気なまちを創る

第6章
活気に満ちた
　豊かで元気なまちを創る

第4章
安心して快適に暮らす
ことのできる社会を実現する

第4章
安心して快適に暮らす
ことのできる社会を実現する

基 

本 

構 

想
基本姿勢・施策の大綱

分野別計画

43

戦略プランは、基本構想における将来都市像・基本目標の実現に向けて、分野別計画の施策・
事業の中で、特に効果が高いと考えられる取り組みを５つのプロジェクトに再重点化したもの
で、今後、壬生町の総合力を向上させていくために、着実かつ重点的に進めていくものです。

将 来 都 市 像
活力と創意が生きる希望に満ちたまち・みぶ

■ みんなが参加　［協働のまちづくりの実現に向けて］

■ 医療・健康づくり　［医療環境の充実と健康づくり］

■ 居住環境・基盤整備　［便利で安全・快適な居住環境整備推進］

■ 魅力輝く地域ブランド　［地域ブランドの発掘と創出］

■ 拠点の羽生田産業団地　［羽生田産業団地の整備推進と活用・展開］

協働・改革力UP

安心・定住力UP

生活・基盤力UP

ひろがれ・ブランド力UP

産業・活性力UP

■ 健全行財政　［健全で安定した行政経営］

■ みんなが主役　［一人ひとりの活躍の場づくり］

■ みぶっ子育て　［子育て環境の充実と支援］

■ 生涯・学びの場づくり　［幼児期・青少年教育と生きがいづくり］

■ 便利な移動環境　［地域公共交通の導入と道路の整備］

■ 緑園・環境都市づくり　［緑園都市の形成と環境共生社会の実現］

■ ブランド発信「道の駅」　［道の駅の活用と充実］

■ 産業活性化　［農商工連携による総合的産業活力づくり］

プロジェクト 1

プロジェクト 2

プロジェクト 3

みんなで進める
　　　　　持続・発展のまち

壬生でよかった
　　　だれもが住みたいまち

快適生活
　　　基盤整備がすすむまち

プロジェクト 4

プロジェクト 5

壬生の個性キラリ
　ブランド創生・発信のまち

まちを支える
　　　新たな産業創造のまち

【発展チャレンジ分野】

【地域資源創出分野】

【生活基盤整備分野】

【生活サービス分野】

【仕組みづくり分野】

基　本　目　標

創意と工夫が生きた活力あるまちを創造する

創意と工夫 活 力

地方分権の進展や、協働によるまちづくり、そして行

財政改革の必要性の高まりなどを踏まえ、町民一人

ひとりの個性が発揮でき、みんなが参加し、まちづく

りを総合的に支えていける環境を整えるとともに、健

全で安定した行政経営を進めます。

壬生町の安定的な成長の礎は、誰もが住み続けたい

と感じてもらえることです。みんなが住んでよかった、

そして、住み続けたいと思える壬生町の実現に向けて、

特に生活・サービス分野での施策を充実させていき

ます。

町民の日常の暮らしの中で、生活基盤の充実は必要

不可欠な要素です。また、緑豊かで自然と共生した都

市づくりを進めていくことは、壬生町の魅力を向上さ

せることです。そのため、生活基盤の充実とともに、

緑園・環境都市づくりを進めます。

壬生町の個性的で総合的な魅力づくりに向けて、

様々な地域ブランドを創出するとともに、広く発信

できる環境づくりを進めます。

急激な社会経済情勢の変化に対応しながら、活力

に満ちた魅力ある産業や雇用の創出を実現するた

め、羽生田産業団地の整備・誘致推進や農商工の

連携などにより、新たな産業環境づくりを進めます。



2 計画の体系と戦略プラン計画の体系と戦略プラン

人
が
集
い
・
交
流
す
る
戦
略
プ
ラ
ン

　
　
壬
力 

UP

　
総
合
力
の
向
上

第1章
健全な地方自治を確立する
第1章
健全な地方自治を確立する

第2章
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戦略プランは、基本構想における将来都市像・基本目標の実現に向けて、分野別計画の施策・
事業の中で、特に効果が高いと考えられる取り組みを５つのプロジェクトに再重点化したもの
で、今後、壬生町の総合力を向上させていくために、着実かつ重点的に進めていくものです。

将 来 都 市 像
活力と創意が生きる希望に満ちたまち・みぶ

■ みんなが参加　［協働のまちづくりの実現に向けて］

■ 医療・健康づくり　［医療環境の充実と健康づくり］

■ 居住環境・基盤整備　［便利で安全・快適な居住環境整備推進］

■ 魅力輝く地域ブランド　［地域ブランドの発掘と創出］

■ 拠点の羽生田産業団地　［羽生田産業団地の整備推進と活用・展開］

協働・改革力UP

安心・定住力UP

生活・基盤力UP

ひろがれ・ブランド力UP

産業・活性力UP

■ 健全行財政　［健全で安定した行政経営］

■ みんなが主役　［一人ひとりの活躍の場づくり］

■ みぶっ子育て　［子育て環境の充実と支援］

■ 生涯・学びの場づくり　［幼児期・青少年教育と生きがいづくり］

■ 便利な移動環境　［地域公共交通の導入と道路の整備］

■ 緑園・環境都市づくり　［緑園都市の形成と環境共生社会の実現］

■ ブランド発信「道の駅」　［道の駅の活用と充実］

■ 産業活性化　［農商工連携による総合的産業活力づくり］

プロジェクト 1

プロジェクト 2

プロジェクト 3

みんなで進める
　　　　　持続・発展のまち

壬生でよかった
　　　だれもが住みたいまち

快適生活
　　　基盤整備がすすむまち

プロジェクト 4

プロジェクト 5

壬生の個性キラリ
　ブランド創生・発信のまち

まちを支える
　　　新たな産業創造のまち

【発展チャレンジ分野】

【地域資源創出分野】

【生活基盤整備分野】

【生活サービス分野】

【仕組みづくり分野】

基　本　目　標

創意と工夫が生きた活力あるまちを創造する

創意と工夫 活 力

地方分権の進展や、協働によるまちづくり、そして行

財政改革の必要性の高まりなどを踏まえ、町民一人

ひとりの個性が発揮でき、みんなが参加し、まちづく

りを総合的に支えていける環境を整えるとともに、健

全で安定した行政経営を進めます。

壬生町の安定的な成長の礎は、誰もが住み続けたい

と感じてもらえることです。みんなが住んでよかった、

そして、住み続けたいと思える壬生町の実現に向けて、

特に生活・サービス分野での施策を充実させていき

ます。

町民の日常の暮らしの中で、生活基盤の充実は必要

不可欠な要素です。また、緑豊かで自然と共生した都

市づくりを進めていくことは、壬生町の魅力を向上さ

せることです。そのため、生活基盤の充実とともに、

緑園・環境都市づくりを進めます。

壬生町の個性的で総合的な魅力づくりに向けて、

様々な地域ブランドを創出するとともに、広く発信

できる環境づくりを進めます。

急激な社会経済情勢の変化に対応しながら、活力

に満ちた魅力ある産業や雇用の創出を実現するた

め、羽生田産業団地の整備・誘致推進や農商工の

連携などにより、新たな産業環境づくりを進めます。

2 計画の体系と戦略プラン計画の体系と戦略プラン
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健全な
地方自治を
確立する

調和のとれた
元気なまちを
創造する

安心して快適に
暮らすことのできる
社会を実現する

個性が輝き
文化が薫る、学びの
社会を実現する

活気に満ちた
豊かで元気な
まちを創る

A総合的な健康づくりを推進する
B共に助け共に支え合う地域社会を育てる
C未来に向けて、子ども・夢がすくすくと育つ環境を築く
D高齢者の健康・自立・生きがいづくりを応援する
E障がいのある人もない人も、共に暮らし共に参加する社会を実現する
F健全な社会保障制度を充実する

A調和のとれた機能的な土地利用を推進する
B魅力的な市街地を整備・促進する
C総合的な交通体系を確立する
D個性を生かした地域景観を創造する
E良好な水環境を向上する 

A災害への対策を強化する
B安全・安心なまちを構築する
C交通安全対策を充実する
Dかけがえのない地球環境を保全する
E豊かな花と緑に囲まれた快適な暮らしを実現する
F資源循環型社会を構築する

G快適で衛生的な生活を確保する
H良質な水を安定供給する
 I  適切に排水を処理する
J 健全な住生活を支援する
K安全で豊かな消費生活を推進する

A潤いに満ちた生涯学習を振興する
B歴史・伝統を学び、新たな文化を創造する
C自ら学びたくましく生きる力を育む学校教育を推進する
Dすべての住民が競い、触れあい、
　スポーツを楽しむ環境を創る

E青少年が健やかに育つ
　社会を実現する
F共同参画社会の確立を目指し、
　個人・個性を尊重する
G国際理解を促進し、交流活動を
　推進する

A商業・サービス業を振興する
B工業を振興する
C農林業を振興する
D観光を振興する
E広域交流を推進する
F雇用環境を充実する

A住民主体と連携のまちづくりを推進する
B住民と協働のまちづくりを進める
C行政経営基盤を向上する
D情報の共有化を推進する
E広域連携を推進する

3 まちづくりの分野別基本方針と主な事業まちづくりの分野別基本方針と主な事業

基本方針

いのちが輝く
元気な地域社会を
創る

６つの柱（分野）
まちづくりの大きな柱となる６つの分野における、基本方針と主な事業は以下のとおりです。

1

2

3

4

5

6

計画のコンセプト

第5次総合振興計画の基本目標

創意と工夫が生きた活力あるまちを創造する

住民と行政が力を合わせ、本町が
有する恵まれた条件や特長、これ
までに積み上げてきた実績等を有
機的に組み合わせながら、最大の
成果が得られるよう、みんなで創
意と工夫を活かしながら、活力の
あふれた元気な「まち」を目指し
ます。

地域の構成員である住民、企業、
団体それぞれが、お互いの特長や
能力を発揮しあいながら、新たな
時代を切り拓き躍進する、活力の
あふれた元気な「まち」「人」「企業」
の姿を目指します。

創意と工夫 活　力

次の未来に向けたシナリオ

みんなで創ったシナリオ

だれもがわかりやすいシナリオ

戦略性のあるシナリオ

町民参画でニーズをとらえた計画

計画の内容がわかりやすく、ともに実践できる計画

地域課題の解決に向けた、戦略性のある計画

次の未来へ

成果を意識したシナリオ

目標達成に向けて、実効性のある計画

5 2
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はじめに

計画の位置付けと期間

1 計画の策定にあたって

壬生町では、「活力と創意が生きる希望に満ちたまち・みぶ」を将来都市像とし、目標年度を
平成27年度とした「壬生町第５次総合振興計画」を平成18年に策定し、その実現に向け、「前
期基本計画」（計画期間：平成18～22年度）に基づいて計画的に事業を実施してきました。
この間、本町を取り巻く社会経済環境は、少子・高齢化時代の到来、地球規模での環境問題の

深刻化、分権型社会の進展等、大きく変化してきています。また経済状況が悪化し、地方財政が
厳しさを増していく中、さらなる行財政改革を進めながら、安全・安心な町民生活の安定を目指
し、様々な事業を効率的に推進していくことが求められてい
ます。
本後期基本計画は、前期基本計画の成果を検証するととも

に、新たな町民ニーズと地域現況を踏まえながら、次の未来
を担う若い世代に夢と誇りをもって引き継げる「壬生町」。
そして、住民一人ひとりが個性や能力を発揮し、真の豊かさ
や安心した暮らしができる社会を実現していくことを前提と
して、将来都市像実現に向けた施策の方向を定めたものです。

１８年度
平成

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

前期 基本計画
（平成１８年度から平成２２年度）

後期 基本計画
（平成２３年度から平成２７年度）

基本構想（平成１８年度から平成２７年度）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

実施計画（毎年ローリング）実施計画（毎年ローリング）

１　   基本構想

本町における「まちづくり」
の基本的理念、目指す将来
像とこれを実現するための
施策の基本方向を明らかに
したもので、行政各分野の
計画や施策の目標・指針と
なるものです。2015年度
（平成27年度）を目標とし
ています。

２　後期基本計画 ３　   実施計画

基本構想の基本方向に沿
って、本町の将来像を実現
するために必要な施策等を
定めたもので、実施計画の
基本となる計画です。この
計画期間は、2011年度
（平成23年度）から2015
年度（平成27年度）までの
５か年です。

基本計画に示された施策を
実際に推進するため、財政的
裏づけを持たせた具体的計
画で、毎年度の予算編成や
事務執行の具体的な指針と
なります。計画期間は２か年
で、ローリング方式により、毎
年度見直しを行います。

■ コミュニティ基本計画の策定

■ 協働のまちづくり指針の策定と自治基本条例の検討

■ 広報紙の発行と充実

■ 公募住民会議の開催

■ 人材の育成と活用

■ 受益と負担の適正化
■ 収納体制の強化
■ 財務情報の公表
■ ホームページの充実

■ 健康増進事業の推進
■ 救急医療対策の推進
■ 地域福祉計画の策定
■ 特別保育の実施
■ 独自の子育て支援制度の充実
■ 子育て医療費助成制度の充実
■ 民間保育園の育児環境の向上

■ 妊産婦・乳幼児の健康診査・指導等の充実
■ 母子保健推進員との連携強化
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■ 単独、流域関連公共下水道事業の推進

■ 六美地区雨水排水施設の整備

■ 各種講座等の開催
■ 学校地域支援ボランティア活動の推進
■ 文化・芸術活動（一芸）の支援
■ 史跡整備の推進
■ 地域史の研究
■ 地域文化の研究
■ 子育て支援事業の推進

■ 学力向上支援員等の配置
■ 教育相談員の配置
■ スポーツ団体の大会開催支援
■ 総合型地域スポーツクラブの支援
■ 子育て・親育ち講座の開催
■ 青少年教育の充実
■ 男女共同参画の促進

■ 商工会活動事業への支援
■ 地域ブランドの開発
■ みぶ羽生田産業団地の整備促進
■ 優良企業の誘致推進
■ 産業振興奨励事業の拡充
■ 中小企業融資制度の充実・拡充
■ 認定農業者の育成

■ 地域特性を活かした園芸作物の生産振興
■ 地域特産物のブランド化の推進
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主な事業 [戦略プラン関連事項 ]



4 まちづくりの指標

後期基本計画における各分野ごとの主なまちづくりの数値目標は以下のとおりです。

まちづくりの指標

1

2

3

目標値(H27)現状値 目標値(H27)現状値

目標値(H27)現状値 目標値(H27)現状値

1.90ｋ㎡/50.00 ｋ㎡

（H22.3現在） 4.40ｋ㎡/50.00 ｋ㎡地籍調査事業実施面積
24.5㎞/47.0km

（H23.3現在）
29.3km／47.0㎞

都市計画道路の

整備延長

7,047人

（H20実績） 7,150人
町内４駅における

１日平均乗降客数

73.4㎞

（H22.4現在） 78.0㎞歩道整備延長

1,500件

（H21実績） 2,000件

330人

保健福祉センターにおける

健康や福祉における利用件数

出生数

671人

（H21.3現在） 850人ボランティアの人数

12.0％

(H22現在) 20.0％
在宅サービスを利用し

ている障がい者の割合

30.7％

（H21実績） 65.0％特定健康診査受診率

318人

（H21実績）

84.8％

（H21.12現在）
89.3％

高齢者における

住みよい傾向割合

目標値(H27)現状値項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

71.3％

（H21.12現在）
80.0％

地域活動に参加した

ことがある住民の割合

目標値(H27)現状値

24事業 40事業協働による実施事業数

39.4％

（H21.12現在）
55.0％

「広報広聴活動」

の満足傾向割合
職員提案制度への

応募提案件数
60件

40件

（H22実績）

122,000件

（H22実績） 140,000件
インターネットホーム

ページへのアクセス件数

健全な地方自治を確立する

いのちが輝く元気な地域社会を創る

調和のとれた元気なまちを創造する
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　本書は、壬生町第５次総合振興計画【後期基本計

画】の概要です。

　後期基本計画は、将来の壬生町のあるべき姿を見

据えて策定された基本構想に基づき、その将来都市

像を実現していくために必要な、今後５年間の施策

の方向性を示したものです。

　今回の計画づくりにおいては、住民のみなさんと

のパートナーシップを今まで以上に重視し、その成

果を計画に十分反映させてきました。

 また、まちづくりの成果がわかりやすく確認できる

ように、各分野ごとにまちづくりの数値目標を示して

あります。

　計画のとりまとめにあたっては、分野別計画の各

施策・事業の中で、今後、特に重要と思われる取り組

みを、５つのプロジェクトとして再重点化してあるの

が特長です。

壬生町第５次総合振興計画後期基本計画本編を

ご覧になりたい方は

壬生町総務部企画財政課 までお問い合せ下さい。

壬生町第５次総合振興計画後期基本計画概要版
　「活力と創意が生きる希望に

満ちたまち・みぶ」は、壬生町

第５次総合振興計画基本構想に

おける将来都市像です。

　これは、住民と行政が一緒に

なってまちづくりに取り組んで

いくにあたり、住民と行政が共

有する目標として定めたもので、

地域社会の構成員である住民、

企業、行政が、自らの責任と適

切な役割分担を踏まえながら、

地域におけるさまざまな課題に、

活力と創意をもって取り組み、

希望に満ちた地域社会を共に切

り拓いていく姿を表しています。

ＴＥＬ：０２８２－８１－１８１３・１８１４

活力と創意が生きる希望に満ちたまち・みぶ活力と創意が生きる希望に満ちたまち・みぶ
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　わたしたちの壬生町には、先人たちのチャレンジにより築き上げられた、恵まれた
医療環境や豊かな緑園環境など、素晴らしい地域資源がたくさんあります。その貴重
なひとつひとつの資源は、現在に引き継がれる、わたしたちのまちの「壬力」です。

　この計画を作成するにあたり実施した住民意識調査では、実に８割以上の方々に壬
生町を「住みやすい傾向のまち」と実感していただいていることがわかりました。

　これからも壬生町が「住みたい、住み続けたいまち｣であり続けるために大切なこと
…それは「恒久的にチャレンジするまちであり続けること」と考えます。

　この壬生町第５次総合振興計画後期基本計画には、私のマニフェストに掲げたチャ
レンジ項目を「戦略プラン」として盛り込みました。
　また、｢みんなで創るシナリオ｣を計画づくりのコンセプトとし、策定の過程から多
くの町民のみなさまのご意見を頂き作り上げた、何よりも町民のみなさまの思いがぎ
っしりと詰まった未来づくりのシナリオです。

　多くの町民のみなさまとこのシナリオを共有し、その実現に向けて、町民・企業・
行政がそれぞれの役割を果たしていくことで、壬生町はさらに素晴らしいまちに発展
していきます。

　結びに、計画の策定にあたり、熱心なご審議をいただきました「企画委員会」委員
のみなさま、また、約１年半の長期間にわたり、まちづくりについてご議論をいただ
きました「壬力ＵＰプロジェクト（第３期みぶ"まちづくり"住民会議）」委員のみなさ
ま、そして、多くの町民のみなさまからのご意見・ご協力に心から感謝を申し上げます。

目標値(H27)現状値 目標値(H27)現状値

目標値(H27)現状値 目標値(H27)現状値

目標値(H27)現状値 目標値(H27)現状値
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3
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60.0％

3団体
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項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

項　　　目

4 安心して快適に暮らすことのできる社会を実現する

5 個性が輝き文化が薫る、学びの社会を実現する

6 活気に満ちた豊かで元気なまちを創る
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壬生町第５次総合振興計画
後期基本計画

　

平成２３年３月
　

栃木県壬生町

壬生町第５次総合振興計画
後期基本計画

栃木県　壬生町

活力と創意が生きる
希望に満ちたまち
み　　ぶ

わたくしたちは、めぐまれた自然と歴史ある壬生町民であること
に誇りをもち、ゆずりあいむすびあう豊かな心をもって連帯感に
満ちた郷土をつくるため、この憲章を定めます。

 １ 心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります。
 １ 自然と歴史を大切にしよりよい環境をつくります。
 １ 思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります。
 １ 働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます。
 １ きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります。

わたくしたちは、めぐまれた自然と歴史ある壬生町民であること
に誇りをもち、ゆずりあいむすびあう豊かな心をもって連帯感に
満ちた郷土をつくるため、この憲章を定めます。

 １ 心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります。
 １ 自然と歴史を大切にしよりよい環境をつくります。
 １ 思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります。
 １ 働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます。
 １ きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります。

壬生町民憲章壬生町民憲章

壬生町民の歌壬生町民の歌町 花

町 鳥

町 木

ひ ば り

ゆうがお

え の き

２０１１－２０１５　　概要版

概要版

すまいるプラン壬力ＵＰ

Ⓒ柊あおいⒸ柊あおいⒸ柊あおいⒸ柊あおいⒸ柊あおい

（二）野は広く　　風はさやかに
夕顔の　　　花咲き競う
幸多き　　　緑の大地
人の和の　　楽園めざし
盛りあがる　われらの壬生町

らくえん

みぶまち

（三）男体の　　　姿やさしく
大空に　　　ひばりは歌い
新しく　　　のびゆく町に
若人は　　　希望に燃えて
羽ばたける　われらの壬生町

なんたい

わこうど

みぶまち

（一）桜木を　　川面にうつし
黒川の　　流れゆたかに
古きより　栄えし町よ
今もなお　幾世の歴史
誇りたる　われらの壬生町

かわも

くろかわ

いくよ

みぶまち

み ぶ ま ち

みりょく あっぷみりょく あっぷ


